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新規造成畑で表土剥離により露出する不良な下層土の耕

土化による問題点を解明し,その土壌改良対策について検

討する。

2試 験 方 法

実際に表土剥離の行われた現地の造成畑で調査を行い,

一方 .未耕土下層土の土壌改良法を見出すために各種土壌

を用いて pOt試験で検討した。

供試土壌,作物及び処理区は次の通 り。

土壌 (母材 ): 荒川 (花同岩 ),須り||(凝灰岩 ),赤
沢 (粘板岩 )。 荒川土壌以外は物理性劣悪 (重粘′緻密 )

である。

作物 : 黄カラシナ。 8株/2,000分の 1 8 pOt。 2反復。

処理区 : 1三要素区(NPKのみ).2酸性矯正区 (PH
62目標炭カル投入,34区 も同様 ),3微量要素添加区

(Cu,Z口 ,Fo,Mn,3), 4有 機物添加区 (稲 ワラ堆肥300

′/pot)。

表2 第『 , V層の上壌理化学性

栽植に際し,パ ンブレーカーで深耕 (60")後 ,PI1 6 5

を目標に炭カル.熔燐が表層に砕土混入された。しかし生

育は著しく不良で葉の褐色 ,巻葉などの微量要素欠乏とみ

られる症状が発生し, 6～ 7月 には新根先端の黒褐変 ,伸

長停止が確認された。

造成圃場 47地点の pIIは非常にバラツキが大きく同―FL

点でもI層 (0～ 10“ )と I層 (10“以下 )で極端に異な

る場所が多い (図 1)。 これは重粘績密土層であるため耕

3結 果 の 概 要

1 -ノ 関市真滝,須川|プ ドウ国地の例 (現地調査 )

第 3紀凝灰岩による重粘土壌地帯の山林原野を昭和48年

に傾斜 8°以下を目標に造成したブドウロ (50h8)で ある。

造成前の基本断面 (表 1)は 1,I層が火山灰層,1,I
層が花嵐岩貿崩積土層,V層以下が第3紀重粘土層である。

1層以外は腐植の少ない鑽密な土層である。造成時には I

～口層が剥離され,主に
『
, V層が表土化している。 r,

V層の土壌理化学性 (表 2)は通気性,透水性が極めて不

良で,塩基含量低く極強酸性を示し,カ リ,マ ンガン,ホ

ウ素が欠乏している。

表 : 基本土壌断面
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図 : pI(I120)の分布
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起砕土が不十分で炭カルの混入ムラが大きいこと,更に土

壌の緩衝能が小さいため局部的に PHの異常上昇が生した

ことを示している。上壌 pEは 可給態マンガン及び鉄と負

の相関を示し(各々,一 -0765幹t_0461"),欠 乏誘
発の原因となった。

一方表層の有効燐酸含量 (T ruOg法 )の場合も最高90ψ

%に達する過剰値を示すなどバラツキがみられ,造成時の

混入ムラが大きい。又有効燐酸も鉄と負の相関 (=― ―

0706~)を示し燐酸による鉄の不可給化が助長されてい
る。

苦土,亜鉛,銅及びホウ素は十分量含まれていた。カリ

は :層 では問題がないが 1層で欠乏値 (く 10″ )0'多 く,

生育抑制の一因になったと考えられる。

以上の養分的要因の他に物理的要因 (緻密で重粘過湿な

土層 )も 根目を狭め生育異常の一因となっており,総合的
な改良が必要である。

2 未耕土下層の土壌改良法について (栽培試験 )
生育 (表 3)は物理性良好な荒川土壌が全体的に勝 り,
処理区別ではいずれも有機物添加区が最高となった。特に

須り|1土壌では有機物添加区以外は収穫皆無となった。酸性

嬌正及び微量要素添加の効果は荒川と赤沢土壌で確認され

た。しかし跡地土壌の化学性は処理間差が小さく,全体的
に石灰と苦土が流亡し,pHは原土以下となり,逆にリン酸
とカリの富イヒが顕著にみられる。いずれも作物生育とは無

関係である。

表 4 跡地土壌の微生物性と残存チッッ量

4 ま  と  め

表土除去により不良下層土が耕土化する新期造成畑の問

題点と対策を現地調査ならびに栽培試験より検討した。ま

ず須川ブドウ団地では重粘緻密土層のため,耕地砕土不十

分で資材混入ムラを起こし易く,又緩衝能が小さいため pH

表3 作物生育と跡地土壌の化学性
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そこで微生物的要因,特に硝化能に焦点を当て土壌微生

物性と残存チッ素の形態を分析した(表 4)。 有機物添加

区は酸性矯正区に比していずれの上壌でも細菌数が多く高

|ヽ 3/F値 を示す。細菌の中でも特に硝酸化成菌が有機物添

加によりいずれも顕著に増大しており,亜硝酸化成菌は荒
川と須り|1土壌で減少した。残存チッ素の形態はいずれの土

壊でも有機物添加によリアンモニァが低下し硝酸が荒川土

壌以外で増大しており硝酸化成の促進されている傾向が認

められた。以上の結果より未耕土下層土の改良には有機物

投入が必須であり,その原因が硝酸化成能の増加にあるこ

とが明らかである。

や燐酸の局所的異常上昇値が生じ,こ れがマンガンや鉄欠

乏の原因となる。次に Pot試験では劣悪な土壌物理性と低

い硝化能が問題となり,顕著な有機物投入効果が認められ
た。これらの結果から新期造成畑では硝化能を付与するた

めの有機物投入が必須であり,更に耕土層の均―な物理的,

化学的改善が重要であることが明らかとなった。
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